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北
海
道
函
館
市
の
恵
山
（
標
高
６
１
８
ｍ
）
は
、

函
館
市
街
地
か
ら
東
へ
約
40
㎞
、
渡
島
半
島

の
東
南
端
の
太
平
洋
に
突
き
出
た
位
置
に
あ
る
。
恵

山
の
火
山
活
動
は
約
４
〜
５
万
年
前
に
始
ま
り
、
約

１
万
年
前
ま
で
に
、
隣
接
す
る
海か
い

向こ
う

山ざ
ん

、
外
輪
山
、

椴と
ど

山や
ま

な
ど
の
溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。

約
８
０
０
０
年
前
の
噴
火
で
大
規
模
な
火
砕
流
が

発
生
し
て
山
麓
に
台
地
が
作
ら
れ
る
と
と
も
に
、
恵

山
溶
岩
ド
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
５
０
０

０
年
前
、
３
０
０
０
年
前
、
２
５
０
０
年
前
、
６
０

０
年
前
に
も
火
山
活
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
２
５
０

０
年
前
の
噴
火
で
は
、
恵
山
溶
岩
ド
ー
ム
の
山
体
崩

壊
に
よ
り
、
岩
屑
な
だ
れ
が
発
生
し
た
。

最
近
で
は
、
１
８
４
６
年
に
水
蒸
気
噴
火
が
起

こ
っ
て
い
る
。
こ
の
噴
火
で
は
泥
流
が
発
生
し
、
多

数
の
死
者
が
出
た
。
１
８
７
４
年
に
も
水
蒸
気
噴
火

が
起
こ
り
、
火
砕
物
が
降
っ
た
。
そ
の
後
、
噴
火
は

起
こ
っ
て
い
な
い
が
、
恵
山
溶
岩
ド
ー
ム
の
西
麓
の

爆
裂
火
口
で
は
、
現
在
も
噴
気
活
動
が
続
い
て
い
る
。

恵
山
は
標
高
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
様
な

高
山
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
特
に
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ツ

ツ
ジ
、
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
な
ど
の
ツ
ツ
ジ
類
は
有
名

で
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
の
開
花
の
時
期
に
は
、

山
肌
が
赤
く
染
ま
る
。
恵
山
の
山
頂
へ
は
登
山
道
が

通
じ
て
お
り
、
山
頂
か
ら
は
、
太
平
洋
、
津
軽
海
峡
、

対
岸
の
下
北
半
島
等
の
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。

ツツジが彩る火山

南西側上空から見た恵山（北海道開発局協力により気象庁撮影）

恵山
火山噴火予知連絡会により活火山に指定されている。気象庁により噴火予報（平常）が発表中である（平成 27 年 2月 9日現在）。

恵山
えさん
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第
３
回
国
連
防
災

　
世
界
会
議
に
向
け
て

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
20
年
を
迎
え
た
１
月
17

日
、
山
谷
え
り
子
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）

は
兵
庫
県
を
訪
問
し
、「
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

を
視
察
し
た
後
、「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
20
年
追
悼
式

典
」
に
出
席
し
、
政
府
を

代
表
し
て
追
悼
の
言
葉
を

捧
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
３
回
国
連
防
災

世
界
会
議
に
向
け
、
ワ
ル
ス
ト

ロ
ム
国
連
特
別
代
表
と
会
談
を

行
い
ま
し
た
。
会
談
で
山
谷

大
臣
は
「
日
本
に
お
い
て
は
、

Build Back Better

と
『
防
災

の
主
流
化
』※
が
定
着
し
て
き
て

い
る
。
強
靭
化
や
事
前
防
災
の

重
要
性
の
認
識
が
広
ま
り
、
防

災
事
業
は
コ
ス
ト
で
は
な
く
投

資
と
の
考
え
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
特
別

代
表
は
「
国
連
防
災
会
議

で
は
、（
山
谷
大
臣
は
）

議
長
と
し
てBuild Back 

Better

と
『
防
災
の
主
流

化
』
を
ぜ
ひ
世
界
に
広
め

て
ほ
し
い
。
多
く
の
国
で

は
、
短
期
的
な
視
点
で
判

断
す
る
こ
と
が
多
く
、
災

害
予
防
や
災
害
リ
ス
ク
削

4

特集

阪神・淡路大震災の発生から今年で 20年を迎えました。日本で初めて近代的な大都市を襲った直
下型地震によって、多くの人が犠牲となりました。その後、日本では大震災の経験を活かし、様々
な防災対策が進められました。大震災の教訓や記憶を継承し、将来発生する災害に備えましょう。

阪神・淡路大震災から20年

人と防災未来センターを視察する山谷大臣

ワルストロム国連事務総長特別代表と会談する 
山谷大臣（兵庫県災害対策センター）

阪神・淡路大震災によって崩れた
兵庫県神戸市のビル

（神戸市　提供）
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減
が
優
先
事
項
と
な
ら
な
い
傾
向
が
あ

る
。
防
災
の
主
流
化
を
進
め
る
た
め
に

は
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
山
谷
大
臣
は
「（
世
界
会
議
の
）

各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
を
防
災
行
動
に

つ
な
げ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
以
外
に
も
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
展

示
会
の
開
催
、
日
本
の
文
化
や
食
を
体

験
で
き
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
タ

デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
も
企
画
し
て
い
る
。
頭
、

心
、
体
、
魂
が
共
同
し
て
働
き
、
防
災

の
主
流
化
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

※
「Build Back Better

」
は
、
災
害
発

生
前
よ
り
も
、
よ
り
災
害
に
強
い
社
会
を

目
指
す
こ
と
。「
防
災
の
主
流
化
」
は
、
政

府
が
防
災
を
国
家
の
優
先
課
題
と
位
置
付

け
る
こ
と
、
防
災
の
視
点
を
あ
ら
ゆ
る
開

発
の
セ
ク
タ
ー
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
防

災
へ
の
事
前
投
資
を
拡
大
す
る
こ
と
な
ど
。

（
国
際
協
力
機
構
「
防
災
の
主
流
化
に
向
け

て
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

　
　
　
　
　
　
記
憶
を
継
承

６
４
０
０
名
を
超
え
る
命
が
失
わ
れ

た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
、
地

震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
宅
に
被
害

を
受
け
た
被
災
者
に
対
す
る
支
援
策
の

充
実
な
ど
、
政
府
は
様
々
な
災
害
対
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
兵
庫
県
が
設

置
し
た
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

の
運
営
支
援
も
そ
の
一
つ
で
す
。
同
セ

ン
タ
ー
は
、防
災
、減
災
に
関
す
る
研
究
、

研
修
等
の
ほ
か
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
関
す
る
資
料
収
集
・
保
存
・
展
示
の

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
は
現
在
、

特
別
企
画
展
「
１
・
17
阪
神
・
淡
路
大

震
災
20
年　

伝
え
よ
う　

未
来
へ　

世

界
へ
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成

27
年
６
月
28
日
ま
で
）。

企
画
展
の
パ
ー
ト
１
の
「
あ
ら
た
め

て
振
り
返
る
１
９
９
５
・
１
・
17
」
で

は
、
被
災
地
の
20
年
の
歩
み
を
見
つ
め

直
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
震
災
の

経
験
と
教
訓
を
、
震
災
を
知
ら
な
い
世

代
に
も
伝
え
る
た
め
に
、
資
料
や
地
図
、

３
Ｄ
映
像
、
デ
ー
タ
、
年
表
な
ど
多
様

な
切
り
口
で
の
展
示
が
行
わ
れ
て
お
り
、

資
料
室
所
蔵
の
震
災
資
料
の
実
物
や
報

告
書
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
も
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
２
の
「
１
・
17
と
３
・
11
ふ

た
つ
の
災
害
の
特
性
を
知
る
」
で
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災

の
各
種
デ
ー
タ
が
ま
と
め
ら
れ
、
両
震

災
の
被
害
デ
ー
タ
、
特
徴
等
を
比
較
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

パ
ー
ト
３
の
「
２
０
Ｘ
Ｘ
．
Ｘ
．
Ｘ

　

将
来
の
巨
大
地
震
に
備
え
る
」
で
は
、

将
来
の
巨
大
地
震
へ
の
備
え
を
考
え
る

た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
ジ
オ

ラ
マ
模
型
に
よ
る
首
都
直
下
地
震
の
被

害
想
定
、
首
都
直
下
地
震
想
像
画
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
、
防

災
・
減
災
の
先
進
的
な
取
組
事
例
等
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
の
重
要
性

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
多
く
の
建

物
が
倒
壊
し
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
建

物
か
ら
救
出
さ
れ
、
生
き
延
び
た
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
約

８
割
が
家
族
や
近
隣
住
民
等
に
よ
っ
て

救
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
に
よ
っ
て
建

物
が
倒
壊
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
火
災

も
発
生
し
ま
し
た
。
行
政
は
建
物
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救
出
と
と
も
に
、

消
火
活
動
を
同
時
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
行
政

が
被
災
者
の
救
出
活
動
を
十
分
に
行
う

こ
と
が
で
き
ず
、
被
災
者
の
自
力
で
の

脱
出
、
家
族
や
近
隣
住
民
に
よ
る
救
出

の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（「
平

成
26
年
度
版
防
災
白
書
」
か
ら
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
大
規
模
広
域
災
害
が
発
生

し
た
時
に
は
、「
公
助
」（
国
や
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
救
援
活
動
等
）
に
は
限

界
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
大
規
模
災
害
に
よ

る
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、「
自

助
」（
自
分
自
身
で
身
の
安
全
を
守
る
こ

と
）
や
「
共
助
」（
地
域
で
相
互
に
助
け

合
う
こ
と
）
が
極
め
て
重
要
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
平
成
７
年
６
月
と
12
月
に
災
害
対

策
基
本
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
改
正
の
一
つ
と
し
て
、
行
政
に
よ

る
「
自
主
防
災
組
織
」
の
育
成
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。
共
助
の
中
核
を
担
う
自

主
防
災
組
織
は
、
自
治
会
等
を
中
心
に

地
域
住
民
に
よ
っ
て
自
主
的
に
組
織
さ

れ
ま
す
。
平
時
は
防
災
知
識
の
普
及
・

啓
発
、
防
災
訓
練
の
実
施
等
の
活
動
、

災
害
時
は
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
初
期

消
火
、
救
出
・
救
援
活
動
等
に
あ
た
り

ま
す
。
兵
庫
県
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
後
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
カ
バ
ー

率
（
全
世
帯
数
の
う
ち
、
自
主
防
災
組

織
の
活
動
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
る
地
域

の
世
帯
数
の
割
合
）
が
上
昇
し
、
現
在

は
全
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
96
％
に
達

し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
そ
の
組
織

5

近隣住民等
約27,000（約77.1%）

消防、警察、自衛隊
約8,000（約22.9%）

出典：平成 26 年度版防災白書

図表 1　阪神・淡路大震災に 
おける救助の主体と救出者数
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数
、
活
動
カ
バ
ー
率
は
年
々
伸
び
て
い

ま
す
（
図
表
2
）。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
共
助

に
よ
る
防
災
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
に
、
平
成
25
年
６
月
に
改
正
さ
れ

た
災
害
対
策
基
本
法
で
は
「
地
区
防
災

計
画
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
国
レ
ベ
ル
、
都
道
府
県
及
び

市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
防
災
計
画
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
地
区
防
災
計
画

制
度
に
よ
っ
て
、
新
た
に
地
域
レ
ベ
ル

で
、
市
町
村
内
の
一
定
の
地
区
の
居
住

者
及
び
事
業
者
が
防
災
計
画
を
策
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
詳

し
い
居
住
者
等
が
策
定
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と

に
効
果
的
な
防
災
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
地
区
防
災

計
画
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

（http://chikubousai.go.jp/index.
htm

l

）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年

兵
庫
県
の
調
査
に
よ
る
と
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
発
生
直
後
か
ら
１
年
間

で
、
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
に
全
国

か
ら
延
べ
約
１
３
８
万
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
被

災
者
を
支
援
す
る
非
営
利
組
織
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
も
数
多
く
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
平
成
７
年
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

元
年
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
は
、
行
政
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
入
体
制
が
十
分
に
整
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
７

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

で
は
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
活
動
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
、
国
と
地
方
公
共
団

体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防

災
活
動
の
環
境
整
備
の
実
施
に

努
め
る
べ
き
と
い
う
こ
と
が
加

え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

７
年
12
月
に
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
発
生
し
た
１
月
17
日

を「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」と
し
、

１
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
を
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
す
る
こ
と
が

閣
議
了
解
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平

成
10
年
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、

市
民
が
行
う
社
会
貢
献
を
促
進
す
る
た

め
に
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
地
震
や

豪
雨
等
の
災
害
時
に
は
、
数
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
の
支
援
に
駆
け

つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
入
体
制
と
し
て
、
災
害
時

に
は
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
中

心
と
な
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
う
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

入
の
調
整
や
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
れ
ば
、
東
日
本
大
震
災
で

は
、
84
カ
所
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
、
平
成
25
年
３
月
ま

で
に
、
約
１
１
７
万
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

建
物
の
耐
震
化

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠
牲
者
の
死

因
は
、
７
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊
等
に

よ
る
窒
息
・
圧
死
で
し
た
（
図
表
３
）。

そ
し
て
、
倒
壊
等
の
被
害
が
集
中
し
た

の
が
、
昭
和
56
年
に
定
め
ら
れ
た
耐
震

基
準
（
新
耐
震
基
準
）
を
満
た
さ
な
い

建
物
で
し
た
（
図
表
４
）。
こ
う
し
た
背

景
か
ら
「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
耐
震
改
修
促
進
法
）」

が
平
成
７
年
12
月
に
施
行
さ
れ
、
新
耐

震
基
準
を
満
た
さ
な
い
建
物
の
耐
震
診

断
や
改
修
を
進
め
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
を
受
け
て
、
平
成
25
年
11
月
に
耐
震

改
修
促
進
法
が
改
正
施
行
さ
れ
、
病
院
、

学
校
、
ホ
テ
ル
、
大
型
店
舗
等
の
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
大
規
模
建
築

物
等
に
対
す
る
耐
震
診
断
の
実
施
と
結

果
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
平

6
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図表 2　全国の自主防災組織の組織数と 
活動カバー率の推移
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図表 3　阪神・淡路大震災の 
死亡原因

出典：平成 7 年阪神淡路大震災建築
震災調査委員会中間報告

図表 4　建築年別の被害状況 
（建築物）
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成
20
年
度
時
点
で
、
住
宅
と
多
数
の
人

が
利
用
す
る
建
築
物
の
耐
震
化
率
は
８

割
程
度
で
、
約
１
０
５
０
万
戸
の
住
宅

と
、
約
８
万
棟
の
多
数
の
人
が
利
用
す

る
建
築
物
が
、
耐
震
性
の
な
い
状
態
で

し
た
。
仮
に
こ
の
状
況
で
首
都
直
下
地

震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
平
成
25
年
に
中
央
防
災
会
議

が
発
表
し
た
被
害
想
定
で
は
、
建
物
の

倒
壊
な
ど
に
よ
る
死
者
数
は
、
首
都
直

下
地
震
が
最
大
約
１
１
０
０
０
人
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
最
大
約
３
８

０
０
０
人
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
耐
震

化
率
が
90
％
で

あ
れ
ば
そ
の
約

４
割
、１
０
０
％

で
あ
れ
ば
そ
の

８
割
以
上
も
死

者
数
が
減
少
す

る
と
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
（
図

表
５
）。

住
宅
と
建
築

物
の
耐
震
化
を

進
め
る
た
め
に
、

国
や
地
方
公
共

団
体
は
補
助
制

度
、
税
制
上
の

優
遇
制
度
、
融

資
制
度
に
よ
る

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

国
や
地
方
公

共
団
体
に
よ
る
住
宅
と
建
築
物
の
耐
震

化
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。（http://

w
w

w
.kenchiku-bosai.or.jp/soudan/

sien.htm
l

）

家
具
の
固
定

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
早
朝
に
発

生
し
た
た
め
、
多
く
の
人
が
自
宅
で
就

寝
中
に
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
後
に
神
戸
市
が
行
っ
た
調

査
に
よ
る
と
、
け
が
の
原
因
の
約
半
数

が
家
具
等
の
転
倒
で
し
た
（
図
表
６
）。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
に
発
生
し
た

地
震
で
も
、
け
が
の
原
因
の
約
３
割
か

ら
５
割
が
、
家
具
類
の
転
倒
落
下
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
け
が
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

家
具
の
固
定
が
最
も
有
効
で
す
。
家

具
・
家
電
等
の
固
定
を
行
っ
て
い
る
人

の
割
合
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降

に
徐
々
に
増
え
、
東
日
本
大
震
災
の
後

に
は
、
約
40
％
へ
と
急
増
し
ま
し
た

（
図
表
７
）。
し
か
し
、
ま
だ
半
数
以
上

の
人
が
家
具
・
家
電
等
の
固
定
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
大
地
震
で
は
家
具
は
凶

器
と
な
り
ま
す
。
特
に
タ
ン
ス
、
食
器

棚
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
等
の
大
型
の
家

具
・
家
電
は
、
転
倒
防
止
器
具
を
使
っ

て
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
家
具
・

家
電
等
の
固
定
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
下
さ

い
。（http://w

w
w

.bousai.go.jp/pdf/
oyakudachi01.pdf

）

ま
た
、
家
具
・
家
電
等
の
転
倒
防
止

の
た
め
の
器
具
費
用
や
取
り
付
け
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
も

多
い
の
で
、
お
住
ま
い
の
自
治
体
に
確

認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
年
１
月
17
日
の
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
20
年
追
悼
式
典
」
で
井
戸
敏
三
兵

庫
県
知
事
は
「
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

震
災
の
記
憶
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
」
と
述
べ
、「
今
こ
そ
、
私
た
ち
の

経
験
と
教
訓
を
未
来
へ
と
伝
え
、
被
害

を
最
小
化
す
る
減
災
社
会
を
実
現
し
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
過
去
の
災
害

と
し
て
振
り
返
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
ひ
と
り
一
人
が
、
自
分
の
こ
と
と
し

て
捉
え
て
、
災
害
へ
の
備
え
を
進
め
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

7

家具等の転倒 
48.5%
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図表 5　首都直下地震および南海トラフ巨大地震の被害想定と 
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長
野
県
北
部
地
震

平
成
26
年
11
月
22
日
22
時
８
分
頃
、
長
野
県
北

部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ネ
チ
ュ
ー
ド
６
・
７　

最

大
震
度
６
弱
の
長
野
県
北
部
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
地
震
の
激
し
い
揺
れ
に
よ
り
長
野
県
で
は
全

壊
家
屋
50
棟
、
半
壊
家
屋
91
棟
、
負
傷
者
46
名
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
助
け
合
い

に
よ
る
救
助
活
動
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
倒
壊
家

屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
方
が
い
た
も
の
の
犠
牲
者

を
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

発
災
当
日
の
対
応

発
災
直
後
、
白
馬
村
神
城

堀
之
内
地
区
で
は
、
鎌
倉
区

長
を
は
じ
め
地
域
住
民
や
消

防
団
の
方
が
協
力
し
あ
い
警

察
や
消
防
に
よ
る
活
動
を
待

た
ず
に
、
地
区
内
を
巡
回
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

倒
壊
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ

た
方
の
救
助
活
動
や
、
高
齢

者
の
方
な
ど
に
対
す

る
避
難
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

救
出
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
が
日
常
使
用

す
る
薪
割
り
用
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
タ
イ
ヤ

交
換
時
に
使
う
大
型
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
を
用

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
手
分
け
を
し
な
が

ら
救
出
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
晩
秋
の

夜
間
で
か
つ
停
電
し
て
い
た
こ
と
か
ら
地

区
内
の
避
難
所
の
暖
房
器
具
が
使
用
で
き

な
い
状
況
で
あ
っ
た
た
た
め
、
鎌
倉
区
長

か
ら
の
要
請
を
受
け
て
白
馬
村
役
場
が
速

や
か
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
暖
房
の
あ
る
避

難
施
設
を
手
配
し
た
た
め
、
深
夜
ま
で
に

は
高
齢
者
の
方
は
暖
の
取
れ
る
場
所
へ
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

被
災
地
に�
お
け
る

日
頃
の
取
り
組
み

今
回
の
被
災
で
は
、
地
域
住
民
が
協
力

し
救
出
活
動
を
行
い
一
人
の
死
者
も
出
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
区

長
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
え
た
こ
と
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
し
た
。

ま
ず
、
そ
の
中
で
こ
の
よ
う

な
救
助
活
動
が
自
発
的
に
行
え

た
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

①�

日
頃
か
ら
地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
地
区
の
方
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と

　
　
（
挨
拶
な
ど
を
通
じ
た
小

さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
、
親
戚
の
よ
う
な
気
持

ち
で
あ
る
こ
と
）

②
日
頃
か
ら
地
域
で
四
季
の
行
事
や
活
動
な
ど
を

通
じ
て
協
力
し
あ
う
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と

　
　
（
祭
り
や
野
球
大
会
な
ど
楽
し
み
な
ど
を
通

じ
な
が
ら
協
力
や
顔
見
知
り
と
な
る
関
係
を

様
々
な
場
で
構
築
）

③
消
防
団
な
ど
の
活
動
な
ど
や
地
域
で
の
取
り
組

み
の
中
で
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と

　
　
（
消
防
団
を
卒
業
後
も
、
壮
年
者
の
方
も
器

材
の
使
用
方
法
を
熟
知
）

④
リ
ー
ダ
ー
一
人
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る

人
達
が
責
任
を
持
ち
協
力
す
る
関
係
を
築
い
て

い
る
。

　
　
（
地
区
の
方
が
な
ん
ら
か
の
活
動
に
参
加
し
、

責
任
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
）

に
よ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
、
共
助
に
よ
る
助
け

合
い
の
気
持
ち
を
原
動
力
と
し
た
救
助
・
避
難
活

動
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

8

防災の動き
Disaster Management News

長野県北部地震における
白馬村神城堀之内地区における
地域住民が中心となった救助・避難活動について
～日常からの共助の取り組み～

被災地における倒壊した家屋

白馬村堀之内地区・被災後の航空写真
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長
野
県
に�

お
け
る

支
え
合
い
の
取
り
組
み

従
来
か
ら
長
野
県
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
、
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
要
配
慮
者
の
方
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
で
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
関
係
を

作
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
地
域
住
民
に
よ

る
「
災
害
時
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
を
作
成
す
る
こ

と
を
奨
め
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
は
ま
ず
、
災
害
時

に
支
援
が
必
要
な
方
を
確
認
す
る
た
め
マ
ッ
プ
を
作
る

と
と
も
に
、
そ
の
方
を
誰
が
支
え
る
か
を
矢
印
な
ど
で

つ
な
ぐ
な
ど
し
て
誰
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
マ
ッ
プ
は
地
域
の
住
民
が
話
し
合
い

の
中
で
作
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
都
度
見
直
し
て
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
白
馬
村

に
お
い
て
も
こ
の
マ
ッ
プ
作
成
を
通
じ
て
要
配
慮
者
な

ど
の
把
握
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
し
た
。

共
助
の
取
り
組
み
の
必
要
性

災
害
が
発
生
し
た
際
は
、
公
的
機
関
（
警
察
、
消
防
、

自
衛
隊
な
ど
）
に
よ
る
救
助
・
避
難
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
住
民
の
助
け
合
い
に
よ
る
救
助
活
動
や
災
害

へ
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
国
に
お
い
て
も
、
地
域

の
住
民
が
地
域
の
特
性
（
想
定
さ
れ
る
災
害
の
種
類
、

地
形
、
地
域
住
民
の
構
成
な
ど
）
を
踏
ま
え
、
住
民
自

ら
が
災
害
時
の
対
応
策
な
ど
を
決
め
ら
れ
る
地
区
防
災

計
画
制
度
を
平
成
25
年
度
に
災
害
対
策
基
本
法
を
改
正

し
て
当
該
制
度
を
創
設
し
、
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
災
害
に
備
え
る
、
救
助
・
避
難
活
動
な
ど
の

計
画
作
成
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

9

長野県「災害時住民支え合いマップ」

長野県における災害時住民支え合いマップづくり
による地域支え合いの推進

要配慮者への支援ネットワークを構築するとともに、
日常での住民支え合いに活用

支援の申請
情報提供
支援・協力

社会福祉協議会

民生委員・児童委員ボランティア団体

住 民

マップづくりを通じた
住民の情報共有・課題整理

自治会・組
地区社協・

住民自治協議会

70代のひとり暮らし
女性高齢者

若い世代の家族が同居し
ている仲のいいご近所

よく訪ねてくるひとり
暮らしの高齢者

避難所

避難者の受入れが可
能な社会福祉施設

自営業で自宅にいるため、
何かと近所の高齢者の相

談役になっている災害時以外でもマップを活用

・ 高齢者等の見守り活動・安否確認
・ 近隣住民による声かけ
・ 児童の登下校時の見守り
・ 乳幼児、子どものいる家庭への見守り
・ 日常の困りごと支援

など

マップのイメージ

実施市町村

名簿の作成等

長野県

市
町
村
へ
の
支
援
、
啓
発

＊
県
社
協
等
と
協
働
し
て
、
マ
ッ
プ
活
用
の
支
援

＊
マ
ッ
プ
策
定
状
況
等
の
情
報
提
供

長野県提供
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平
成
26
年
２
月
の
大
雪
の
教
訓
や

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都

直
下
地
震
対
策
の
必
要
性
等
を

踏
ま
え
、
災
害
時
に
立
往
生
車
両
や
放
置

車
両
に
よ
っ
て
道
路
が
閉
塞
し
て
し
ま
っ

た
場
合
に
、
緊
急
通
行
車
両
の
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
道
路
管
理
者
が
車
両
の
所

有
者
等
に
移
動
を
命
じ
た
り
、
そ
れ
が
困

難
な
場
合
に
は
自
ら
車
両
の
撤
去
を
行
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

「
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
26
年
法
律
第
１
１
４
号
。
以

下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）」
が
、
平
成
26

年
11
月
に
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、こ
の
改
正
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
．
改
正
法
の
経
緯

平
成
26
年
２
月
の
大
雪
で
は
、
多
数
の

立
往
生
車
両
が
生
じ
、
そ
れ
ら
の
車
両
が

支
障
と
な
っ
て
除
雪
作
業
が
停
滞
、
数
日

に
渡
っ
て
交
通
が
遮
断
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
25
年
12
月
に
は
中
央
防
災
会
議

首
都
直
下
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
と
り
ま
と
め
た
「
首
都
直
下
地

震
の
被
害
想
定
と
対
策
に
つ
い
て
」
に
お

い
て
、
道
路
そ
の
も
の
の
被
災
、
鉄
道
の

運
行
停
止
に
よ
る
道
路
交
通
へ
の
負
荷
の

増
大
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
深
刻
な
交
通
渋

滞
、
放
置
車
両
が
発
生
す
る
可
能
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
改
正
前
の
制
度
で
は
、

・
道
路
災
害
の
現
場
で
は
破
損
を
含
む
車

両
の
移
動
が
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
被

災
地
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
、
直
接

被
災
し
て
い
な
い
周
辺
道
路
に
つ
い
て

は
対
応
で
き
な
い
こ
と

・
長
時
間
放
置
さ
れ
た
車
両
の
移
動
は
可

能
で
あ
る
も
の
の
、
平
常
時
を
想
定
し

た
制
度
の
た
め
車
両
を
破
損
し
て
ま
で

移
動
が
で
き
ず
、
迅
速
な
対
応
が
図
れ

な
い
こ
と

と
い
っ
た
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
災
害
時
に
よ
り
迅
速
な
対

応
を
行
う
た
め
、平
成
26
年
10
月
14
日
に
、

災
害
時
の
放
置
車
両
対
策
等
を
強
化
す
る

「
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
」
を
閣
議
決
定
、
同
日
に
国
会
に

提
出
し
ま
し
た
。
本
法
案
は
衆
参
両
院
で

の
審
議
を
経
、
平
成
26
年
11
月
14
日
に
全

会
一
致
を
も
っ
て
可
決
・
成
立
、
同
21
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
改
正
法
の
概
要

（
１
）
災
害�
時
に
お
け
る

車
両
の
移
動
等

・
道
路
管
理
者
は
、
災
害
が
発
生
し
、
緊

急
通
行
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め

必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
管
理
す
る
道

路
の
区
間
を
指
定
し
て
、
緊
急
通
行
車

両
の
通
行
の
妨
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

や
車
両
か
ら
落
下
し
た
積
載
物
等
の
物

件
（
以
下
「
車
両
等
」
と
い
う
。）
の

10

防災の動き
Disaster Management News

災害対策基本法改正
（放置車両対策等の強化）

大雪により立往生車両が発生した国道 192 号（平成 26 年 12 月 5日） 除雪が行われる国道 192 号
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所
有
者
等
に
対
し
、
車
両
等
の
道
路
外
へ
の

移
動
、
車
間
を
詰
め
て
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
へ

の
車
両
等
の
移
動
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と　

・
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
は
、

自
ら
車
両
の
移
動
等
の
措
置
が
で
き
る
と
と

も
に
、
当
該
措
置
を
と
る
た
め
や
む
を
得
な

い
限
度
に
お
い
て
、
車
両
等
を
破
損
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と

　
　

①�

措
置
を
と
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
所
有
者

等
が
措
置
を
と
ら
な
い
場
合

　
　

②
所
有
者
等
が
不
在
の
場
合

　
　

③�

道
路
の
状
況
等
に
よ
り
所
有
者
等
に
措

置
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
道
路
管
理
者
が
命
令
を
し
な
い
こ

と
と
し
た
場
合

・
道
路
管
理
者
は
、
措
置
を
と
る
た
め
や
む
を

得
な
い
限
度
に
お
い
て
、
他
人
の
土
地
を
一

時
使
用
し
、
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と

・
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務

返
済
機
構
や
地
方
道
路
公
社
は
、
上
記
道
路

管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
と
と
も
に
、
独

立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返

済
機
構
が
当
該
事
務
を
高
速
道
路
株
式
会
社

に
委
託
す
る
と
き
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
会

社
と
協
議
し
、
委
託
す
る
事
務
や
費
用
負
担

を
定
め
て
お
く
こ
と

（
２
）
国
土
交�

通
大
臣
及
び

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
指
示

・
被
災
現
場
ま
で
の
ル
ー
ト
全
体
を
広
域
的
に

俯
瞰
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
緊
急
通
行
車

両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
国
か
ら
都
道
府
県
及
び
市
町
村

に
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
に
対
し
、
必
要

な
措
置
を
と
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と

（
３
）
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
要
請

・
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
通
行
禁
止
等
を

行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
道
路
管

理
者
に
対
し
、
道
路
の
区
間
を
指
定
し
て
必

要
な
措
置
を
と
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と

（
４
）
損
失
補
償

・
道
路
管
理
者
、
機
構
又
は
地
方
道
路
公
社
は
、

や
む
を
得
な
い
限
度
に
お
い
て
車
両
等
を
損

失
し
た
場
合
に
、
そ
の
所
有
者
等
へ
補
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

（
５
）
改
正
法
の
施
行
日

・
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
３
．
改
正
法
の
適
用
に
つ
い
て

改
正
災
対
法
は
、
平
成
26
年
12
月
５
日
に
国

道
１
９
２
号
で
初
め
て
適
用
さ
れ
、
平
成
27
年

２
月
10
日
現
在
、
44
区
間
で
適
用
実
績
が
あ
り

ま
す
。

11

改正災対法により道路管理者の権限が強化され、立往生車両の迅速な移動が可能に
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内
閣
府
と
防
災
推
進
協
議
会
で
は
、

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
国
民
の
み

な
さ
ま
を
対
象
に
、
毎
年
「
防

災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

昭
和
60
年
か
ら
実
施
し
、
今
年
で
30
回

目
の
開
催
に
な
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

ポ
ス
タ
ー
を
描
く
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
学
校
や
家
庭
で
国
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
を
よ
り
高
め
て
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
１

１
４
７
３
点
の
応
募
の
中
か
ら
、「
防
災
担

当
大
臣
賞
」、「
防
災
推
進
協
議
会
会
長
賞
」、

「
佳
作
」
及
び
「
入
選
」
を
選
出
し
、
１
月

20
日
（
火
）
に
「
防
災
担
当
大
臣
賞
」
と
「
防

災
推
進
協
議
会
会
長
賞
」
受
賞
者
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
出
席
し
た
山
谷
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
防
災
）
は
、「
力
作
が
多
く
、

選
定
に
当
た
っ
て
は
審
査
員
の
皆
様
も
悩

ま
れ
、
特
に
想
い
が
伝
わ
る
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
昨
年
も
広
島

に
お
け
る
土
砂
災
害
や
御

嶽
山
の
噴
火
、
長
野
県
北

部
を
震
源
と
す
る
地
震
な

ど
日
本
各
地
で
様
々
な
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
災

害
を
減
ら
す
た
め
に
、「
起

き
て
か
ら
で
は
遅
い
！
」

と
い
う
心
構
え
で
、
日
頃

か
ら
地
域
で
防
災
に
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

併
せ
て
、
大
雨
の
警
戒
情
報
な
ど
が
出
た
ら
、
行

政
か
ら
の
避
難
勧
告
が
な
く
て
も
、
自
分
の
判
断

で
「
安
全
な
所
へ
」「
早
め
の
避
難
」
で
命
を
守

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
、
友
人
や
学
校
・
地
域
の
方
々
と
、
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、災
害
に
備
え
た「
た

す
け
あ
い
の
輪
」
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
お
祝
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
く
表
彰
状
授
与
に
お
い
て
は
、
山
谷
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）、
近
衞
防
災
推
進
協
議

会
会
長
（
日
本
赤
十
字
社
社
長
）
か
ら
受
賞
者
の

皆
さ
ん
が
、
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
で
賞
状
と
副

賞
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

皆
様
の
作
品
に
つ
い
て
は
、今
後
、「
防
災
白
書
」

を
始
め
と
す
る
内
閣
府
が
作
成
す
る
冊
子
へ
の
掲

載
や
、
作
品
の
展
示
を
行
い
、
一
人
で
も
多
く
の

方
に
防
災
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ま
も
ポ
ス
タ
ー
を
き
っ
か
け
に
防
災
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
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山谷防災担当大臣から賞状授与

第 30 回防災ポスターコンクール受賞者のみなさん

「第30 回防災ポスターコンクール」 
受賞作品決定

近衞防災推進協議会会長から賞状授与
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防災推進協議会会長賞（５作品）

幼児・小学 1年生の部
新美　優月（愛知県／だれでも
アーティストクラブ）

小学 2～ 4年生の部
横田　くるみ（茨城県／茨城県潮
来市立延方小学校）

小学 5・6年生の部
波多野　楓（奈良県／王寺町立王
寺小学校）

中学生・高校生の部
森　みな美（東京都／アトリエ IT

（イット））

一般の部
岩田　悠子（岐阜県／岐阜県立岐
阜総合学園高等学校）

佳作（23 作品）
入選（207 作品）

防災担当大臣賞（５作品）

受賞作品は次の URL からご覧になれます。  
http://www.bousai.go.jp/kyoiku/poster/index.html

幼児・小学 1年生の部
野々村　有莉（富山県／富山市立
大広田小学校）

中学生・高校生の部
稲葉　稜己（茨城県 ／つくば市立
筑波東中学校）

小学 2～ 4年生の部
榊原　悠斗（愛知県／だれでも
アーティストクラブ）

一般の部
西山　あかり（新潟県／長岡公務
員・情報ビジネス専門学校）

小学 5・6年生の部
佐藤　隆斗（徳島県／アトリエ遠
渡（髙木教室））
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罹
災
証
明
書
は
、
災
害
に
よ
り
被
災
し
た

住
家
等
に
つ
い
て
、
そ
の
被
害
の
程
度

を
「
全
壊
」「
半
壊
」
等
と
証
明
し
た

も
の
で
あ
り
、
か
ね
て
よ
り
災
害
発
生
時
に
市
町

村
か
ら
被
災
者
に
交
付
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

現
在
で
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
支
給

や
住
宅
の
応
急
修
理
、
義
援
金
の
配
分
等
の
支
援

制
度
の
適
用
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
、
被
災
者
支
援

の
適
切
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
上
で
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
の
前

提
と
な
る
住
家
被
害
調
査
の
実
施
体
制
が
十
分
で

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
際
し
て

は
、
罹
災
証
明
書
の
交
付
に
長
期
間
を
要
し
、
結

果
と
し
て
被
災
者
支
援
の
実
施
そ
の
も
の
に
遅
れ

が
生
じ
た
事
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
の
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
に
よ
り
、
罹
災
証
明
書
を
遅
滞
な
く
交
付
す

る
こ
と
が
市
町
村
長
の
義
務
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
住

家
被
害
の
調
査
に
従
事
す
る
職
員
の

育
成
や
他
の
地
方
公
共
団
体
等
と
の

連
携
確
保
な
ど
罹
災
証
明
書
の
交
付

に
必
要
な
業
務
の
実
施
体
制
の
確
保

に
平
常
時
か
ら
努
め
る
こ
と
が
、
市

町
村
長
の
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

被
害
認
定
と
は

罹
災
証
明
書
に
よ
り
証
明
さ
れ
る

住
家
の
被
害
程
度
は
、
住
宅
の
屋

根
、
壁
等
の
経
済
的
被
害
の
全
体
に

占
め
る
割
合
（
＝
損
害
割
合
）
に
よ
り
、「
災
害

の
被
害
認
定
基
準
」
等
に
基
づ
き
「
全
壊
」「
半
壊
」

等
と
認
定
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
「
被
害
認
定
」
と
い
い
、
国
が
標
準
的

な
調
査
方
法
を
定
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
研
修
を
受
け
た
調
査
員
（
市
町

村
の
職
員
等
）
が
、
原
則
と
し
て
２
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
、
被
災
さ
れ
た
住
宅
を
訪
問
し
、
住
宅

の
損
傷
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

応
急
危
険
度
判
定
等
と
の
関
係

大
地
震
に
よ
る
住
家
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
害
認
定
の
他
に
、
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判

定
（
応
急
危
険
度
判
定
）
等
の
建
物
被
害
調
査
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

人
命
に
関
わ
る
二
次
災
害
の
防
止
を
目
的
と
し

た
「
応
急
危
険
度
判
定
」
に
つ
い
て
は
、
被
災
後

概
ね
１
週
間
か
ら
10
日
後
ま
で
の
完
了
を
目
途
と

し
て
、
被
災
直
後
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
目
的
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、例
え
ば
応
急
危
険
度
判
定
で
「
危

険
」
と
さ
れ
た
住
家
が
、
必
ず
し
も

「
全
壊
」
又
は
「
半
壊
」
と
認
定
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
混
同

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

罹
災
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
下
さ

い
（http://w

w
w

.bousai.go.jp/ 
taisak

u
/h

isaisy
ag

y
o

u
sei/

risaisyoum
eisyo.htm

l

）。

住家の被害程度を要件とする被災者支援制度の例
給　　　付：被災者生活再建支援金、義援金

融　　　資：災害復興住宅融資、災害援護資金

減免・猶予：税、社会保険料、公共料金

現 物 支 給：応急仮設住宅、住宅の応急修理
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罹
り

災
さい

証明書の交付について
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平
成
27
年
３
月
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）

及
び
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

実
行
委
員
会
は
、
全
国
各
地
で
防
災

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
防
災
教
育
を

実
践
す
る
過
程
で
生
じ
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
示
す
「
地
域
に
お
け
る
防
災

教
育
の
実
践
に
関
す
る
手
引
き
」
を
作
成
し
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１
．
作
成
の
経
緯

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
で
は
、
２
０
０
４
年
よ

り
「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
取
組
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、
全

国
各
地
の
団
体
・
学
校
・
個
人
等
を
対
象
に
防
災

教
育
に
係
る
プ
ラ
ン
を
募
集
し
、
内
容
が
優
秀
な

も
の
を
「
防
災
教
育
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
と
し

て
選
出
し
た
上
で
、
そ
の
実
践
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
２
０
０
４
年
か
ら
２
０

１
４
年
度
ま
で
の
11
年
間
で
延
べ
約
２
０
０
件
の

取
組
を
支
援
し
て
お
り
、
そ
の
長
年
の
成
果
と
し

て
、
防
災
教
育
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
こ
れ
か
ら
防
災
教
育
に
初
め

て
取
り
組
も
う
と
す
る
者
の
手
本
と
な
り
う
る
優

秀
な
実
践
事
例
が
集
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら

を
整
理
・
分
析
し
、
手
引
き
を
作
成
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

２
．
手
引
き
の
ポ
イ
ン
ト

手
引
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
）
防
災
教
育
の
目
的
・
意
義
の
明
確
化

○
防
災
教
育
を
「
地
域
に
属
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り

の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
り
、
地
域
内
の
連
携

を
促
進
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
防
災

力
（
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
及
び
災

害
の
復
旧
を
図
る
力
）
を
強
化
す
る
も
の
」
と

位
置
付
け
ま
し
た
。

○
防
災
教
育
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
23
年

３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
岩
手
県
立
釜

石
市
立
釜
石
東
中
学
校
の
事
例
を
紹
介
し
、
防

災
教
育
を
行
う
意
義
や
重
要
性
を
示
し
ま
し

た
。

（
２
）�

防
災
教
育
を
実
践
す
る
上
で
重
要
な

18
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

○
防
災
教
育
を
３
つ
の
段
階
（「
準
備
段

階
」「
実
行
段
階
」「
継
続
段
階
」）
に

分
け
、
取
組
を
進
め
る
上
で
重
要
な
18

の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

６
つ
の
要
素
（「
人
」「
運
営
」「
場
」「
お

金
」「
ネ
タ
」「
コ
ツ
」）
で
類
型
化
し

ま
し
た
（
図
）。

（
３
）�

全
国
各
地
の
優
秀
な
実
践
事
例

の
紹
介

○
18
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
実
践
事
例

を
交
え
な
が
ら
解
説
し
、
読
み
や
す
く

わ
か
り
や
す
い
構
成
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
参
考
資
料
と
し
て
各
実
践
団
体
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
手
引
き
に
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
詳
細
情
報
を
入
手
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

３
．
今
後
の
予
定

内
閣
府
（
防
災
担
当
）
が
主
催
す
る
防
災
教
育

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
や
、
文
部
科
学
省
、
地
方
公

共
団
体
等
が
行
う
各
種
防
災
教
育
の
場
に
お
い

て
、
本
手
引
き
を
積
極
的
に
紹
介
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
３
月
14
〜
18
日
に
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
る
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
の
関
連
事
業
で

も
、
本
手
引
き
の
紹
介
を
行
う
予
定
で
す
。
日
本

あ
る
い
は
世
界
中
で
、
防
災
教
育
の
輪
が
一
層
広

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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地域における防災教育の 
実践に関する手引き

図　防災教育を実践する上で重要な 18のポイント

≪３つの段階≫

≪６つの要素≫

防災教育を実践する上で重要な１８のポイント

準備

実行

継続

担い手・つなぎ手

組織・体制

時間・場所

知識・教材

資金・経費

段階 要素 防災教育を実践する上で重要なポイント

準備段階

人（担い手） ①担い手を決める

人（つなぎ手） ②地域のキーパーソンと連携する

運営（組織） ③取組主体を組織化する

運営（体制） ④活動範囲を無理に広げない

場（時間） ⑤準備時間を確保する

場（場所） ⑥活動場所を確保する

お金（資金） ⑦活動資金を確保する

ネタ（知識） ⑧知識や情報を収集する

ネタ（教材） ⑨目的に応じた教材（プログラム）を作成する

実行段階

人（つなぎ手） ⑩経験豊富なアドバイザーを確保する

運営（体制） ⑪地域の理解を得て関係機関と連携する

場（時間） ⑫活動時間を確保する

お金（経費） ⑬経費を低減させる

コツ（工夫） ⑭他の実践団体と交流する

継続段階

人（担い手） ⑮後任者を育成する

ネタ（教材） ⑯知恵や経験を形式知化する

コツ（工夫） ⑰成果を外部に発表する

運営、ネタ、コツ ⑱活動内容を継続的に見直す
工夫

人

運営

場

お金

ネタ

コツ
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平
成
26
年
12
月
11
、
12
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
有
明
の
丘
基
幹

的
広
域
防
災
拠
点
施
設
に
お
い

て
、「
首
都
直
下
地
震
時
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
携
訓
練
」（
内
閣
府
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
）�

東
日
本
大
震
災
で
認
識

さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
係
る
課
題

広
域
か
つ
甚
大
な
被
害
を
前
に
し
て
、

被
災
地
域
に
お
け
る
災
害
対
応
能
力
と
被

害
の
大
き
さ
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
状
況

に
お
い
て
、
被
災
地
外
か
ら
多
く
の
人
的

支
援
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
被
災
地
域
の

受
け
入
れ
機
能
が
著
し
く
低
下
し
て
い
た

こ
と
な
ど
も
あ
り
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と

支
援
側
の
リ
ソ
ー
ス
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
、
支
援
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
は
非
常

に
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

◯�

行
政
（
政
府
・
地
方
自
治
体
）
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ク
タ
ー
と
の

連
携
に
関
す
る
課
題

・
各
地
で
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

行
わ
れ
た
が
、
政
府
現
地
対
策
本
部
な

ど
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ク
タ
ー
の

窓
口
が
明
確
で
は
な
く
、
東
日
本
大
震

災
前
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
団
体
や
個
人

と
の
情
報
交
換
、調
整
の
み
と
な
っ
た
。

・
被
災
地
で
は
、
地
元
社
会
福
祉
協
議
会

を
中
心
と
し
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
入
れ
体
制
は
整
え
ら
れ
た

が
、
地
方
自
治
体
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
連
携
は
地
域
に

よ
っ
て
差
が
生
じ
た
。

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ク
タ
ー
間
の

連
携
に
関
す
る
課
題

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
な
ど
外
部
か
ら
の

支
援
者
と
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
、
情
報
を
共
有
で
き
る

環
境
を
十
分
に
整
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た

・
支
援
団
体
間
の
調
整
を
担
う
組
織
や
人

材
が
不
足
し
て
い
た

２
つ
の
課
題
の
う
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ク
タ
ー
間
の
連
携
に
関
す
る
課
題
の
解

決
に
向
け
て
、
訓
練
モ
デ
ル
を
作
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
は
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
高
知

県
、
静
岡
県
に
て
、
そ
し
て
今
年
度
は
首

都
直
下
地
震
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
東
京

に
お
い
て
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

（
２
）
実
施
し
た
訓
練
の
概
要

①�

話
題
提
供
「
首
都
直
下
地
震
の

被
害
の
特
性
に
つ
い
て
」

加
藤
孝
明
氏
（
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所　

都
市
基
盤
安
全
工
学
国
際
研
究
セ

ン
タ
ー
）
よ
り
、「
東
京
湾
北
部
地
震
（
Ｍ

７
・
３
）」「
多
摩
直
下
地
震
（
Ｍ
７
・
３
）」

防災の動き
Disaster Management News

有明の丘基幹的広域防災拠点施設において実施された「首都直下地震時の災害ボランティア連携訓練」に参加する災害ボランティア

内閣府主催
「首都直下地震時の
災害ボランティア連携訓練」
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「
海
溝
型
地
震
（
Ｍ
８
・
２
）」「
立
川
断
層
帯
地

震
（
７
・
４
）」
に
つ
い
て
被
害
想
定
を
解
説
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
震
被
害
想
定
は
あ
く

ま
で
参
考
値
で
あ
り
、
地
震
被
害
想
定
を
参
考
に

し
て
地
域
の
被
害
状
況
を
精
度
高
く
描
き
出
す
努

力
が
必
要
で
あ
る
と
の
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

②
ワ
ー
ク
１
「
被
害
を
理
解
す
る
」

都
心
南
部
直
下
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、

首
都
圏
全
域
を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
た
う
え
で
、
①

対
象
地
域
内
で
、
交
通
規
制
対
象
道
路
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
白
地
図
に
記
入　

②
通
行
可
能
な
道
路
を

白
地
図
に
記
入　

③
全
壊
・
焼
失
が
激
し
い
地
域

を
白
地
図
に
記
入
し
、
こ
の
後
実
施
す
る
地
域
間

連
携
、
支
援
団
体
間
連
携
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
必
要
な
「
被
害
状
況
確
認
」
を
行
い
ま
し
た
。

③�

ワ
ー
ク
２
「
首
都
圏
域
の
支
援
の
方
向
性

を
共
有
す
る
」

被
災
地
内
外
の
支
援
団
体
が
ど
こ
に
支
援
拠
点

（
受
け
入
れ
拠
点
・
後
方
拠
点
）
を
設
置
で
き
る

か
を
検
討
し
、
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ワ
ー

ク
１
で
作
成
し
た
白
地
図
を
も
と
と
し
て
、
被
災

地
内
の
支
援
グ
ル
ー
プ
は「
支
援
受
け
入
れ
拠
点
」

を
、被
災
地
外
の
支
援
グ
ル
ー
プ
は
「
後
方
拠
点
」

を
ど
こ
に
設
置
で
き
る
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
際
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
う
え
で

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
役
割
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中

継
拠
点
、
宿
泊
機
能
、
資
器
材
の
保
管
等
々
）
も

論
議
し
ま
し
た
。

④�

ワ
ー
ク
３
「
情
報
共
有
、
連
携
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
」

都
心
南
部
直
下
地
震
が
発
生
し
た
際
に
、
支
援

の
中
心
と
な
る
「
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
都
内
の
状
況
把
握
や
支
援
調
整
、

支
援
の
受
入
れ
な
ど
の
対
応
に
追
わ
れ
、
都
内
、

都
外
周
辺
の
状
況
が
十
分
に
つ
か
め
な
い
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
都
内
、
関
東
圏
の
支
援

関
係
者
を
対
象
に
「
情
報
共
有
の
場
」
＝
連
絡
会

議
を
設
置
し
、
支
援
実
施
状
況
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
り
必
要
な
調
整
を
把
握
す
る
機
会
を
設
け
ま

し
た
。

（
３
）	

参
加
者
の
声

○
成
果

・
地
図
・
話
題
提
供
を
元
に
、
拠
点
の
持
ち
方
・

考
え
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
出
来

た
。

・
拠
点
を
設
定
す
る
に
は
被
害
状
況
、道
路
状
況
、

社
会
資
源
、
カ
バ
ー
で
き
る
エ
リ
ア
等
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
、
情
報
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

◯
課
題

・
首
都
圏
域
で
の
被
害
は
想
定
で
き
た
が
、
具
体

的
支
援
に
結
び
つ
け
る
に
は
人
口
や
範
囲
が
と

て
も
大
き
く
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
難
し
か
っ
た
。

・
支
援
の
方
向
性
と
い
う
よ
り
多
岐
に
に
わ
た
る

支
援
を
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
、
連
携

で
き
る
団
体
と
の
平
時
か
ら
の
調
整
が
必
要
だ

と
感
じ
た
。

・
被
災
地
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
ど
こ
に
支

援
団
体
が
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
組
め

そ
う
な
の
か
も
う
少
し
情
報
が
あ
る
と
後
方
支

援
は
や
り
や
す
い
と
思
い
ま
し
た
。

広
域
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
様
々
な
連
携

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
時
か
ら
検
討
を
深
め
て

お
く
こ
と
が
、
災
害
発
生
時
に
有
効
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
、
確
認
で
き
ま
し
た
。

内
閣
府
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ク
タ
ー
間
の
連
携
、
行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
訓
練
を
含
め
て
、
参
考
と
な

る
資
料
を
内
閣
府
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w
.

bousai-vol.go.jp/

）

首都直下地震を想定した訓練を、白地図を使って行う参加者
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東日本大震災以降、防災教育の重要性はますます高まってきています。このページではNPO法人プラス・アー
ツが開発してきた、「子どもたちと楽しく防災を学ぶ」プログラムやツールの紹介と、活用現場のレポートを併
せて掲載していきます。

●��「楽しい」が子どもたちの学びの力となる�
「イザ！カエルキャラバン！」

「電車に乗ったら、車
内の消火器を指して、３
歳の娘が言うんです。『パ
パ、あの使い方知ってる？
まず黄色いピンを抜いて
ね…』って。娘は一回し
か体験していないのにす

ごいですね！」と、あるお父さんが話してくれました。
娘さんが体験したのは、「水消火器で的あてゲーム」。「イ
ザ！カエルキャラバン！」のプログラムの一つです。
「イザ！カエルキャラバン！」は、美術家の藤浩志氏
が考案したおもちゃの物々交換プログラム「かえっこ
バザール」のシステムと、ゲーム感覚で楽しみながら
消火・救出・救護などの知識や技を学べる「防災体験
プログラム」を組み合わせたイベントです。
阪神・淡路大震災から 10年目にあたる 2005 年にプ

ラス・アーツが開発し、その防災体験プログラムの多
くは、被災者の方々へのヒヤリングなどの調査をもと
に考案され、被災地で本当に役立った “ 知識 ” や “ 技 ”
を分かりやすく伝えるものとなっています。
しかし、冒頭で紹介した娘さんは「防災」を学びた

いと思ったのではなく、おもちゃが欲しいから、楽し
そうなゲームに参加してくれたのでしょう。それでも
「楽しさ」が、彼女に正しい消火器の使い方をしっかり

伝えてくれました。
これが「イザ！カエルキャラバン！」の最大の特長

です。例えば、「○月×日、防災訓練実施します」と
呼びかけてどのくらいの数の大人と子どもが集まるで
しょうか？集まる人たちは毎回同じ顔ぶれということ
はないでしょうか？こうしたこれまでの防災訓練が抱
えていた課題を解消したのが「楽しさ」です。「楽しさ」
が子どもたちをひきつけ、そして災害時に地域を守る
中心となってもらいたい若いファミリー層も巻き込む
仕掛けとなっています。
地震大国・日本において、地震は「モシモ」ではなく、

「イツモ」起こりうるものだという意識を持つことが重
要であり、そのためには「防災」を日常に溶け込ませ
る工夫が必要です。その一つが「楽しさ」ではないか
と私たちは考えています。一見すると異質なもののよ
うに思えますが、実は「楽しい」と「防災」はお互い
の魅力を引き出すベストマッチングなのです。

HPを今年リニューアルしました！
　「イザ！カエルキャラバン！」は、全国 21 都道府県で計 210 回以上、
また海外では 10 ヵ国以上で開催されていま
す。こうした開催地のほとんどで、プラス・
アーツが開催のためのノウハウをお伝えした
地域団体や自治体、教育機関、企業などが主
体となって実施しています。プログラムに興
味を持たれた方、開催をご希望される方は、
プログラムの詳細、開催スケジュールなどが
掲載されているホームページをぜひご覧くだ
さい。
「イザ！カエルキャラバン！」ホームページ
　http://kaeru-caravan.jp/

「
楽
し
い
」の
現
場
─
─
兵
庫
県
神
戸
市 

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
目
と
な
っ
た

今
年
は
、「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
が

誕
生
し
て
か
ら
10
年
目
で
も
あ
り
、
こ
の
節
目

に
、
１
月
24
日
に
は
「
楽
し
く
学
ぶ
！
防
災
教

育
サ
ミ
ッ
ト
」、
翌
25
日
に
は
「
イ
ザ
！
美
か
え

る
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
！
２
０
１
５
」
を
、
兵
庫
県

神
戸
市
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
関
西

及
び
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未
来

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、

チ
リ
と
い
っ
た
海
外
で
の
開
催
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
い
る
方
々
を
、
ま
た
国
内
か
ら
は

東
京
の
地
域
団
体
、
兵
庫
の
学
校
、
大
手
不
動

産
企
業
と
い
う
様
々
な
主
催
団
体
の
代
表
・
担

当
者
を
お
呼
び
し
、
お
互
い
の
開
催
報
告
や
課

題
な
ど
を
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事

例
紹
介
に
先
立
っ
て
、
各
国
や
地
域
で
生
ま
れ

た
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
を

実
施
し
、
国
内
外
の
知
恵
と
工
夫
が
つ
ま
っ
た

防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
23
団
体
の
協
力
の

も
と
「
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ

ン
！
」
を
開
催
。「
イ
ザ
！
カ
エ
ル

キ
ャ
ラ
バ
ン
！
」
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、
各
団
体
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
加
わ
り
、

開
催
時
間
の
３
時
間
で
は
回
り
切

れ
な
い
ほ
ど

盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま

し
た
。

　
「
ま
た
来

ま
す
！
」
と

言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々

の
期
待
に
、

こ
れ
か
ら
の

10
年
も
応

え
て
い
き
ま

す
！

18

「楽しみながら、しっかり学ぶボウサイ」を始めよう！

第 4 回 　阪神・淡路大震災の教訓や知恵を次の世代へ伝える

東日本大震災の教訓から生まれ
たプログラムに、JICA の研修員
も高い関心をもってくれました。

子どもたちに大人気の「水消火器で的
あてゲーム」

NPO法人プラス・アーツ
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Q給
食
施
設
に
は
、
学
校
、

保
育
所
、
寮
、
宿
泊
施

設
な
ど
１
日
に
１
食
～

２
食
提
供
し
て
い
る
施
設
と
病
院
、

福
祉
施
設
（
介
護
老
人
・
児
童
・
心

身
障
害
者
等
）
な
ど
給
食
を
１
日
３

食
提
供
し
て
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
病
院
や
福
祉
施

設
で
は
、
疾
病
や
体
の
状
態
に
合
っ
た
食
事
を
摂
る
こ

と
は
生
命
維
持
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
災
害

時
に
お
い
て
も
「
食
の
質
を
落
と
さ
ず
１
日
３
食
の
給

食
を
継
続
し
て
提
供
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

家
庭
で
も
施
設
で
も
災
害
時
＝
非
常
食
と
い
う
固
定
概

念
で
保
存
性
の
高
い
簡
易
食
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、

施
設
に
あ
る
食
材
を
腐
ら
せ
る
前
に
活
用
し
て
提
供
す

る
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
熱

源
や
水
の
確
保
、
食
器
や
調
理
器
具
の
洗
浄
や
衛
生

面
、
献
立
な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
て
事
前
の
準
備

な
し
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

管
理
者
や
責
任
者
は
、
自
家
発
電
が
２
０
０
ボ
ル
ト

用
の
冷
蔵
庫
に
対
応
す
る
か
、
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
・
院
内
専
用
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
機
能
停
止
時
の

食
数
の
把
握
方
法
、
配
膳
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
停
止
時

の
配
膳
方
法
、
災
害
対
応
に
あ
た
る
職
員
の
食
数
の

把
握
な
ど
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
訓
練

を
通
じ
て
ひ
と
つ

ひ
と
つ
細
部
ま
で

確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
調
理

担
当
者
は
人
手
不

足
や
制
限
の
あ
る

調
理
環
境
の
な

か
、
短
時
間
で
効

率
よ
く
作
業
す
る

調
理
方
法
や
献
立

を
考
え
ま
す
。
ほ

か
に
も
、
市
町
村

等
の
関
係
機
関
や

食
品
納
入
業
者
、

栄
養
士
会
、
調
理
師
会
、
配
膳
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
に
つ
い
て
協
議
し
連
携
体
制
を
整
備
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
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もし、一日前に戻れたら…

親のしつけに感謝～我が家の防災教
育はとてもシンプル～！
� （岩手県宮古市　60代　女性　元校長）

私たち６人姉弟は、地震が起こるといつも、「地震だ、逃
げろ！それー」って、ランドセルを背負って近くの山に逃
げました。ランドセルが空っぽだからと教科書をとりに行
こうとすると、「絶対に戻るな！」と言われました。
夜は公民館へ逃げました。真っ暗でも着られるように服

をたたんで順に枕元に置いて寝ること、すぐに外へ出られ

るように玄関の靴を揃えておくことが我が家の決まりでし
た。
東日本大震災の日も、迷わず逃げることを選びました。

地震が起きたのは５時間目の授業中。校舎がメキメキと揺れ
る中、生徒を集め、一枚ジャケットを羽おらせ、中学生には
小学生を手伝わせて避難しました。
私の両親は昭和三陸津波で家族を失っています。それだ

けに、子どもたちに津波の恐ろしさを徹底して教えてくれた
のだと思います。とてもシンプルな分かりやすい防災教育で
した。

シリーズ

被災者の実体験を聞く事ができる『一日前プロジェクト』は下記HPでも見ることが出来ます。家庭はもちろん、地域や職場等、
さまざまな話が掲載されていますので、企業の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/ichinitimae/index.html

災害後も給食を提供しなくては
ならない施設では
どのような対策が必要ですか

防災 Q&A 給食施設の防災対策

危
機
管
理
教
育
研
究
所
　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国
崎
　
信
江
（
く
に
ざ
き
・
の
ぶ
え
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
て
自

然
災
害
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
研
究
を
始
め
る
。
防
災・

防
犯
関
連
の
著
作
、
講
演
の
ほ
か
、
内
閣
府
・
文
部
科
学
省

な
ど
多
く
の
防
災
関
連
の
専
門
委
員
も
務
め
て
い
る
。

A

「一日前プロジェクト」　第 33回

東日本大震災（平成 23 年３月）

イラスト：井塚 剛

人や物の供給体制について
各機関との連携を図りながら
準備をしましょう
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江
戸
時
代
の
終
り
、
１
８
５
４
（
安
政
元
）
年

12
月
24
日
、
大
阪
の
町
中
を
津
波
が
襲
い
ま
し
た
。

大
阪
は
「
水
の
都
」
と
い
わ
れ
、
町
の
中
を
何
筋

も
の
川
が
通
り
、
川
に
は
た
く
さ
ん
の
橋
が
架
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

津
波
は
港
の
大
船
を
川
筋
に
沿
っ
て
押
し
上
げ
、

川
の
小
舟
に
避
難
し
て
い
た
た
く
さ
ん
の
人
々
の

命
を
奪
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
四
国
沖
の
海
底
で

発
生
し
た
大
規
模
な
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
も
の
で
、
安
政
南
海
地
震
津
波
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
５
ヶ
月
ほ
ど
前
の
７
月
９
日
に
も
、
三
重

県
伊
賀
上
野
で
内
陸
直
下
型
の
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。
大
阪
で
も
か
な
り
の
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た

が
、
こ
の
時
は
多
く
の
人
が
川
舟
に
避
難
し
て
無

事
で
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
12
月
24
日
の
地
震

の
時
も
７
月
の
地
震
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
船
に

避
難
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
12
月
の

地
震
は
津
波
を
伴
う
地
震
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く

の
人
が
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

実
は
約
１
５
０
年
前
の
１
７
０
７
（
宝
永
４
）

年
に
も
同
じ
よ
う
に
海
底
地
震
に
よ
っ
て
津
波
が

発
生
、
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
太
平
洋
沿
岸

に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
江

戸
時
代
の
終
り
頃
に
は
、
大
阪
の
人
た
ち
は
す
っ

か
り
昔
の
災
害
の
経
験
を
忘
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
阪
を
襲
っ
た
津
波
の
前
日
に
は
、
駿
河
湾
か

ら
紀
伊
半
島
沖
の
海
底
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
っ

て
、
津
波
が
駿
河
湾
、
伊
勢
湾
、
三
重
県
沿
岸
の

町
や
村
、
港
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
東
海
地
域
を
襲
っ
た
の
で
、
安
政
東
海

20

安政南海地震津波（1854）

災害を語りつぐ 3

1854 年に大阪を襲った津波では、多くの人が犠牲になりました。津波の後、悲劇を忘れ
ないために建てられた石碑が、今も地域の人たちによって守り続けられています。
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地
震
津
波
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
け
て
起

き
た
二
つ
の
地
震
に
よ
っ
て
静
岡
県
沿
岸
か
ら
九

州
の
太
平
洋
沿
岸
一
帯
で
は
、
数
千
人
の
人
々
が

犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
丁
度
こ
の

時
に
は
、
鎖
国
し
て
い
た
日
本
に
開
国
を
迫
っ
て

下
田
港
に
停
泊
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
軍
艦
も
津
波

の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

犠
牲
者
の
供
養
と
災
害
の

　
　
体
験
を
伝
え
る
石
碑

こ
の
津
波
に
よ
っ
て
大
阪
で
亡
く
な
っ
た
人
は

３
４
１
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
人
た
ち

は
１
５
０
年
前
の
津
波
の
経
験
を
忘
れ
た
た
め
に
、

再
び
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悔
や

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
後
世
の
人
た
ち
が
大
阪
も

津
波
に
襲
わ
れ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
言

い
伝
え
を
残
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
て
刻
ん
だ
文
字
が
わ
か
ら
な
く
な

る
こ
と
の
な
い
石
に
文
字
を
刻
ん
で
、
多
く
の
人

が
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
建
て
て
お
く
の
が
よ
い
と

考
え
ま
し
た
。

そ
の
碑
文
の
最
後
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち

が
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、

石
に
刻
ん
だ
警
告
の
言
葉
は
薄
れ
て
し
ま
う
か
ら
、

毎
年
墨
を
入
れ
て
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
し

て
お
く
こ
と
も
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石

碑
は
現
在
、
大
阪
市
浪
速
区
幸
町
３
町
目
の
大
正

橋
東
詰
北
側
の
歩
道
に
あ
り
ま
す
。
今
も
地
域
の

人
た
ち
が
石
に
刻
ま
れ
た
教
え
を
守
り
、
墨
を
入

れ
て
文
字
が
消
え
な
い
よ
う
に
石
碑
を
守
っ
て
い

ま
す
。

江戸時代に大津波が起こった年
1707 年 宝永地震津波
1854 年 12 月 安政東海地震津波
同年 12 月 安政南海地震津波

21
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北
海
道
南
西
沖
地
震
が
発
生
し
た
の

は
平
成
５
年
７
月
12
日
、
午
後
10

時
17
分
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
７
・

８
で
あ
っ
た
。
震
源
に
近
い
奥
尻
島
で
は
、

地
震
発
生
か
ら
２
〜
３
分
後
に
津
波
が
来
襲

し
、
海
岸
沿
い
の
集
落
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
。
こ
の
災
害
に
よ
る
奥
尻
島
で
の
死

者
・
行
方
不
明
者
は
１
９
８
名
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。

「
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
直
ぐ
に
、
祖
父

を
背
負
い
、
祖
母
の
手
を
引
い
て
家
の
裏
の

高
台
に
あ
る
灯
台
を
目
指
し
て
避
難
を
し
ま

し
た
。
坂
の
途
中
で
振
り
返
る
と
家
が
流
さ

れ
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
あ
と
少
し
逃
げ
る

の
が
遅
れ
て
い
た
ら
命
は
な
か
っ
た
で
す
」

そ
う
語
る
の
は
奥
尻
町
の
消
防
署
員
の
三

浦
浩
さ
ん
だ
。
当
時
、
三
浦
さ
ん
は
高
校
１

年
生
。
海
岸
か
ら
２
０
０
ｍ
程
離
れ
た
家
で

祖
父
母
と
暮
ら
し
て
い
た
。

三
浦
さ
ん
が
地
震
直
後
に
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年

に
発
生
し
た
日
本
海
中
部
地
震
の
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。
当
時
、
５
歳
だ
っ
た
三
浦

さ
ん
は
祖
父
母
に
手
を
引
か
れ
、
灯
台
へ
と

逃
げ
た
。
こ
の
時
以
来
、
地
震
が
あ
っ
た
ら

一
人
で
も
直
ぐ
に
逃
げ
る
よ
う
に
と
祖
父
母

に
言
い
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

三
浦
さ
ん
は
そ
の
後
、
高
校
を
卒
業
す
る

と
、
災
害
か
ら
地
域
を
守
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
消
防
士
と
な
っ
た
が
、
津
波
の
経
験

は
早
く
忘
れ
去
り
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
防

災
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
依
頼
で
、
平
成
16

（
２
０
０
４
）
年
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
で

津
波
の
被
害
を
受
け
た
タ
イ
と
ス
リ
ラ
ン
カ

を
訪
れ
た
こ
と
が
転
機
と
な
る
。
両
国
で
自

ら
の
経
験
を
話
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
三
浦
さ
ん
は
「
一
人
で
も
助
か
る
命
が

あ
る
の
な
ら
、
津
波
の
教
訓
を
広
め
た
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
奥
尻
島
で
も
津
波

経
験
を
語
り
継
ぐ
活
動
を
始
め
た
。

そ
う
し
た
中
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年

の
東
日
本
大
震
災
後
に
三
浦
さ
ん
は
、
岩
手

県
宮
古
市
田
老
地
区
の
田
畑
ヨ
シ
さ
ん
と
知

り
合
う
。
田
畑
さ
ん
は
、昭
和
８（
１
９
３
３
）

年
の
昭
和
三
陸
津
波
で
の
経
験
を
紙
芝
居
に

描
き
、
30
年
以
上
に
わ
た
っ
て
数
多
く
の
人

に
語
り
継
い
で
き
た
。
田
畑
さ
ん
は
東
日
本

大
震
災
で
は
自
宅
を
津
波
で
流
さ
れ
た
が
無

事
に
避
難
を
し
て
い
る
。

田
畑
さ
ん
の
活
動
に
心
を
動
か
さ
れ
た
三

浦
さ
ん
は
、
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
紙
芝
居

を
作
る
こ
と
を
決
意
。
妻
や
同
僚
、
友
人

か
ら
も
協
力
を
得
て
、「
あ
の
坂
へ
い
そ
げ
」

と
題
し
た
紙
芝
居
を
平
成
24
年
夏
に
完
成
さ

せ
た
。
三
浦
さ
ん
は
現
在
、「
奥
尻
島
津
波

語
り
べ
隊
」
の
一
員
と
し
て
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
や
島
を
訪
れ
る
中
高
生
、
東
北
の
被

災
者
な
ど
に
紙
芝
居
を
披
露
し
て
い
る
。

「
命
は
一
度
落
と
し
た
ら
戻
っ
て
き
ま
せ

ん
。
時
間
も
一
度
過
ぎ
た
ら
戻
っ
て
き
ま
せ

ん
。『
時
間
は
、
命
』
な
の
で
す
。
未
来
の

命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
あ
の
時
に
生
か
さ
れ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
は
言
う
。

22

防
災
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
の
輪

津
波
の
経
験
を
未
来
へ
と
伝
え
る

平
成
５
（
１
９
９
３
）
年
に
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
の
津
波
で
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
奥
尻
島
の
人
々
が
、

自
ら
の
被
災
・
復
興
の
経
験
を
若
い
世
代
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

第 22 回

母校の小学校で紙芝居を演じる三浦浩さん
（左・三浦浩さん提供）、防災教育プログラム

に参加する高校生に、奥尻島の津波被害につ
いて説明する満島章さん（右・満島章さん提供）
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支
援
へ
の
恩
返
し

三
浦
さ
ん
が
隊
員
の
「
奥
尻
島
津

波
語
り
べ
隊
」
は
平
成
24
年
４
月
に

結
成
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

地
震
・
津
波
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対

策
を
視
察
す
る
た
め
に
、
奥
尻
島
を

訪
れ
る
自
治
体
、
研
究
機
関
、
報
道

機
関
な
ど
の
関
係
者
が
急
増
し
た
。

そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も

に
、
災
害
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
が
語
り
べ
隊
の
目
的
で
あ
る
。

隊
員
は
30
歳
代
か
ら
60
歳
代
ま
で
の

13
名
。
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
が
、
自
ら

の
経
験
を
も
と
に
、
被
災
経
験
、
復

興
と
ま
ち
づ
く
り
、
防
災
教
育
な
ど

の
テ
ー
マ
で
語
る
。
結
成
以
来
、
隊

員
は
島
内
外
で
１
５
０
０
名
以
上
の

中
高
生
や
自
治
体
関
係
者
に
そ
の
経

験
を
伝
え
て
い
る
。

「
私
も
東
北
の
被
災
地
で
奥
尻
島

で
の
経
験
を
話
し
、『
必
ず
復
興
で

き
ま
す
』
と
皆
さ
ん
を
励
ま
し
て

き
ま
し
た
」
と
語
り
べ
隊
の
一
人

で
、
奥
尻
町
水
産
農
林
課
の
満
島
章

さ
ん
は
言
う
。「
奥
尻
島
は
災
害
の

後
、
全
国
の
方
々
か
ら
支
援
を
頂
き
、

５
年
で
復
興
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
の
経
験
を
話
す
こ
と
で
、

そ
の
恩
返
し
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る

の
で
す
」

奥
尻
町
で
は
、
教
育
旅
行
と
し
て

島
を
訪
れ
る
中
高
生
を
主
な
対
象
に

「
防
災
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
て
い
る
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
以
来
、
北
海
道
の
学
校
を
中
心
に

１
０
０
０
名
以
上
の
生
徒
が
来
島
し

て
お
り
、
奥
尻
島
津
波
館
や
防
災
施

設
の
見
学
、
語
り
べ
隊
に
よ
る
講
演
、

住
民
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
炊

き
出
し
体
験
な
ど
を
、
津
波
か
ら
復

興
し
た
地
で
実
体
験
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
防
災
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
」

の
体
験
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

生
徒
が
、
公
務
員
、
消
防
団
員
、
医

師
、
住
民
な
ど
の
役
割
を
演
じ
、
１

時
間
ほ
ど
か
け
て
行
う
避
難
と
救
護

の
訓
練
で
あ
る
。
訓
練
が
始
ま
る
と
、

災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
避
難

誘
導
、
負
傷
者
確
認
と
い
っ
た
こ
と

を
、
生
徒
自
ら
の
判
断
で
進
め
て
い

く
。
訓
練
で
は
実
際
に
、
町
の
緊
急

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
消
防
車

や
模
擬
救
急
車
を
出
動
さ
せ
て
臨
場

感
を
出
す
こ
と
も
行
わ
れ
る
。

「
訓
練
は
本
番
さ
な
が
ら
で
進
め

ら
れ
る
の
で
、
生
徒
は
非
常
に
緊
張

感
を
持
っ
て
参
加
し
ま
す
。
生
徒
は

緊
急
時
の
冷
静
な
判
断
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
重
要
性
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
満
島
さ
ん
は
言
う
。

「
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は
、
奥
尻
島

の
経
験
を
積
極
的
に
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
」
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「防災ロールプレイ」の住民役として避難をする高校
生（奥尻町提供）

避難生活を体験するための炊出し訓練（奥尻町提供） 「防災ロールプレイ」で立ち上げられる災害対策本部
（奥尻町提供）
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編集後記
「第３回国連防災世界会議」は大きく分け

ると、国連が主催する本体会議と市民が主体
で誰もが参加可能なパブリック・フォーラム
とで構成されている。

そのパブリック・フォーラムのひとつにお
いて、本誌第 77 号掲載の女川中学校の「命
の石碑」の取組が紹介されていた。その他に
も数多くの行事が開催され、海外参加者の皆
さんと地元の方たちとの交流や被災地の実情
や復興の様子を視察する機会が用意された。

災害リスクを軽減するためには、個人の防
災意識と適切な行動、そして身近な人同士で
の助け合いが重要だ。そのため、本体会議に
おける「国家間での合意」とパブリック・
フォーラムにおける「市民による発信と交流」
は車の両輪であると改めて感じている。
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東日本大震災
復興支援の情報サイト

各ホームページに、東日本大震災により被災された方、 
そして支援をお考えの方に役立つ情報が掲載されています。

日本政府を通じた東日本大震災義援金受付

皆様から寄せられた義援金は、地方公共団体を通じて、
被災者の方々へ届けられます。

全国の銀行、信用金庫、郵便局から
指定口座「東日本大震災義援金政府窓口」

へお振込み下さい。

受付期間
平成23年4月5日（火）から平成27年3月31日（火）まで

http://www.cao.go.jp/gienkin/

復興庁

復興庁は、復興に関する国の施策の企画、
調整及び実施、また、地方公共団体への

窓口と支援等を担う組織です。
ホームページでは、復興交付金制度や被災者支援

関連情報、また現地の取組や関連資料などの
最新情報が入手できます。

http://www.reconstruction.go.jp/

政府では、インターネットを通じて震災からの復興状況をお知らせしています。
岩手県、宮城県、福島県を中心に、

復興に向けて歩む方々の声や取り組みを紹介するテレビ・ラジオ番組を視聴できるほか、
各地で撮影された写真、関連サイトへのリンク、生活や事業の再建に役立つ情報にもアクセスできます。

「復旧・復興支援制度情報」のページ

国や地方公共団体が東日本大震災の復旧・復興のために整備している支援制度の検索サイトです。
様々な支援制度を横断的に検索し、条件にあったものをすばやく探すことができます。

県外避難している方からの相談にも、県名や市町村名から簡単に調べてご案内いただけます。

個人向け、事業者向け、それぞれの最新支援制度情報が確認でき、
フリーキーワード、支援の種類やカテゴリ選択による絞込みも可能です。

http://www.r-assistance.go.jp/

http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/ayumi.html http://www.gov-online.go.jp/cam/fukko/index.html
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